
　「2020年九州地域認定農業者等担い手サミット in くまもと」を熊本市中央区「熊本ホテルキャッ
スル」で開催し、九州管内の担い手農業者と関係機関など約460人が参加しました。
　これは、頻発する地震や台風、大雨など自然災害からの創造的な復旧・復興と、更なる発展を目指
すことを目的としたもので当日、（有）木之内農園代表取締役会長・木之内均さんの基調講演や農業生
産法人（株）平井農園代表取締役・平井功一さんの事例発表がありました。その後の賀詞交換会では、
互いに名刺交換を行うなど参加者の交流と研さんが図られました。
　また、翌４日には、県外からの参加者を中心に熊本市、大津町、西原村の３コースに分かれ現地視
察が行われ、熊本の担い手農業者の元気を伝えることができました。

基調講演をする木之内さん

賀詞交換会での鏡開き

オープニングセレモニーにくまモンが登場

現地視察　熊本市の西原果樹園
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Ⅰ　令和元年度（２０１９年度）の活動報告
１「2020年九州地域認定農業者等担い手サミットinくまもと」を開催しました。

令和２年２月３日～4日
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　熊本市西区「ＡＮＡクラウンプラザホテル熊本ニュースカイ」で開催された令和元年度（2019年度）
通常総会には、会員及び関係機関等の担当者約160名が出席し、令和元年度事業計画等の承認と併
せて、「熊本県認定農業者連絡会議行動指針」〓下部〓を提案・可決し、本連絡会議の取り組みをより
具体的に実践することになりました。
　また、引き続き開催した「第１回熊本県農業経営改善支援セミナー」（共催：くまもと農業経営相談所）
では、熊本県事業承継ネットワーク事務局ブロックコーディネーターで中小企業診断士の武田明子さん
〓写真〓が、「さらなる成長に導くための経営継承について」の演題で、事業承継の基本的な内容や方法、
進め方を解説され、その中で、平成30年度（2018年度）に実施した認定農業者実態調査の結果を元に、
県内の認定農業者の承継の現状等について、事例を交えながらわかりやすく説明頂きました。

「熊本県認定農業者連絡会議」行動指針（抜粋）

１．認定農業者の更なる経営発展
○「経営理念・経営戦略」を自ら構築し、経営発展を目指します。
○定期的な経営診断等による経営課題の把握と改善に取り組みます。
○簿記記帳・青色申告を推進します。
○次世代の後継者育成とスムーズな経営継承を推進します。
○農業経営の法人化を推進します。

２．労働環境の整備
○配偶者、後継者とその配偶者の経営上の役割分担・経営方針の決定等への参加を促進します。
○家族経営による就業条件の整備に向けて、家族経営協定の締結を促進します。
○また、農業経営改善計画の配偶者や後継者（その配偶者も含む）との共同申請を推進します。
○従業員等の労働環境の整備・向上に取り組みます。

３．地域農業の発展への貢献
○地域農業を守る担い手として、積極的に農地の集積・集約化、地域営農組織づくり等の取組に参加します。
○次世代を担う人材育成と就農希望者への支援に取り組みます。
○地域農業を担うリーダーとして、積極的に農業委員やJA理事等の役職に応募し、地域農業の振興に貢献します。

４．認定農業者組織活動の活性化
○組織会員の相互研さん、情報の交換・共有や政策提案等の経営発展に向けた組織活動に積極的に取組みます。
○女性農業者の組織活動への参画を促進するため、市町村認定農業者協議会の女性部の皆設置に向けて積極的
に取り組みます。

○組織活動をより活発にしていくため、組織活動を下支えする事務局職員との連携した組織活動に取り組みます。

事業継承の進め方等について分かりやすく解説した講師の武田明子氏（中小企業診断士）

２　令和元年度（2019年度）通常総会及び第１回熊本県農業経営改善支援セミナー
（令和元年８月９日）
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　直面する農政課題や担い手の経営改善に向けた支援・施策の充実・強化を図るため、令和元年度
（2019年度）の重点的な取組みとして、国・県等の行政関係者及び賛助団体（ＪＡ熊本中央会等）
や県選出国会議員等と認定農業者が抱える多様な課題や問題点、今後の施策推進等について率直な意
見交換の場を持ちました。
　特に、県選出国会議員との意見交換会（12月４日・東京都東海大学校友会館）においては、「認定
農業者等担い手支援制度の充実・強化に関する要請書」により要請をしました。

①　熊本県立農業大学校との意見交換会
令和元年６月26日　合志市「熊本県立農業大学校研修交流館」

　県内の市町村認定農業者協議
会会長や関係者ら約100人が参
加され、「令和の時代、次世代を
担う農業経営者・地域リーダーの
育成に向けて」のテーマで熱心な
意見が交わされました。
　農大校からは、５月にオープン
した研修交流館を拠点に次世代
のリーダーを輩出する「くまもと
農業アカデミー」や社会人を対象
にした研修、ＧＡＰやＡＩなどを

活用した「スマート農業」など時代のニーズに対応したカリキュラムへ再編した農学部の取り組みな
どについて概要説明がありました。
　近年、入学者の約４割が非農家という現状から、学生の進路について雇用就農を念頭に、幅広く対
応するため、30年度から進路指導コーディネーターを設置、将来の農業の担い手へとつなげるため
指導の強化が図られていることなどの説明がありました。
　参加された認定農業者の会長などから、学生を雇用するための方法に関する質問や、農業機械のシ
ステムに詳しくない女性や初心者に向けた免許取得の講習会の開催などの要望がありました。

②　福岡県認定農業者組織連絡協議会「女性部」と熊本県認定農業者連絡会議「女
性部」との意見交換会
令和元年９月17日　福岡県大木町「おおき循環センターくるるん」

　県内の女性認定農業者など約50人が参加し
た、福岡県の大川市と柳川市であった「女性部」
現地研修会では、唯一県レベルの女性部組織を
持つ熊本県認定農業者連絡会議女性部（豊田ス
イ子女性部長）と福岡県認定農業者組織連絡協
議会女性部（山田稔子女性部会長）の女性部の
意見交換を初めて開催しました。
　意見交換会の中では、「どのようにして女性
会員を増やしていくか」など活発な意見が交わ
され、今後、全国や県段階における「認定農業
者協議会女性部」設立に向け、裾野を広げるた
めの内容について協議し、行動していくことを
申し合わせしました。

３　行政及び賛助団体等との意見交換会の開催

あいさつする県立農大・荒木校長

左から福岡県・田中会長、熊本県・西原会長、
福岡県・山田女性部会長、熊本県・豊田女性部長
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　魅力ある九州農業の担い手育成と所得向上等を目
指すために、九州５県認定農業者組織が呼びかけ、
未組織の佐賀県・宮崎県も含めた九州７県の認定農
業者代表者と九州農政局の幹部ら約70人が一堂に
会し意見交換を行いました。
　九州地域のそれぞれ特色ある生産現場で農業の発
展に尽力している農業者が、それぞれの取組や今後
の方向性などについて語り合いました。

　県認定農業者連絡会議の役員とＪＡ熊本中央会等のＪＡグループ常勤役職員等約40人が参加して、
意見交換会を行いました。これは、平成30年度（2018年度）に引き続き2回目の開催。
　意見交換会では、ＪＡ熊本中央会からＪＡグループの自己改革の取り組み状況等について、県認定
農業者連絡会議事務局からは、平成30年度（2018年度）に組織として取りまとめた認定農業者実
態調査結果の概要について、それぞれ説明が説明し、その後活発な意見交換を行いました。　

　県内の認定農業者組織の会長や会員、その他関係者
など約100人が参加。
　これは、12 月 5日、静岡県内で開催される「第
22回全国農業担い手サミット in しずおか」の参加の
機会にあわせて、前日東京都内で開催しました。
　西原会長から「認定農業者が儲かる農業をするため
には、後継者不足の問題解決のために、経営基盤を強
化する必要がある。地域を守る認定農業者への支援を
お願いしたい」と、組織が取りまとめた「認定農業者
等担い手支援制度の充実・強化に関する要請書」を出
席された国会議員へ直接要請しました。

③　九州農政局幹部と九州７県認定農業者代表者との意見交換会
令和元年10月25日　熊本市西区「熊本地方合同庁舎Ａ棟大会議室」

④　ＪＡグループとの意見交換会
令和元年10月28日　熊本市中央区「ホテルメルパルク熊本」

⑤　熊本県選出国会議員との意見交換会
令和元年12月４日　東京都「東海大学校友会館　霞ヶ関ビル35階会議室」
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　「深めよう！農のキズナ高め合おうふじのくにから～日本の未来のために～」をテーマに「第22回
全国農業担い手サミットｉｎしずおか」が静岡県で開催され、県内の認定農業者組織から100人を
超える会員が参加しました。（会場：静岡市　静岡県コンベンションアーツセンターグランシップ）
　このサミットは、全国の意欲ある農業の担い手が一堂に会し、相互研鑽・交流を通じて、農業経営
の現状や課題についての認識を深め、自らの経営改善と地域農業・農村の発展を目指すことを目的に、
平成10年から毎年開かれています。
　令和元年度（2019年度）全国優良経営体の表彰式では、経営改善部門で農林水産省経営局長賞を
受賞された益城町の農業生産法人（株）平井農園代表取締役・平井功一さんの表彰がありました。
　また、静岡県内７つの地域ごとに分かれた地域交流会の西部地域交流会（Ｇコース）においては、
９月に福岡県認定農業者組織連絡協議会女性部と取りまとめた要請書「認定農業者協議会女性部の設
立推進について」を豊田スイ子女性部長から全国認定農業者協議会・平澤協一会長へ手渡しました。

４　第22回全国農業担い手サミットinしずおか
令和元年12月５日～６日

あいさつをする全国農業会議所・二田孝治会長

平澤会長へ要望書を手渡す豊田女性部長

表彰を受ける平井功一さん

高軒高ハウスと高度環境制御装置を導入した
トマト生産農家での現地研修（静岡県掛川市）
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　西原会長他三役８人が、九州農政局、熊本県（農林水産部関係含）、ＪＡ熊本中央会、ＪＡ熊本経済連、
株式会社日本政策金融公庫熊本支店、熊本県農業会議等の関係機関への年始挨拶回りを行い、2020
年の担い手支援等への意見交換を行いました。

５　令和２年　関係機関等への年始あいさつ回り
（令和２年１月９日）

（県農林水産部長室にて）
左から、福島誠治部長、西原会長、桑原副会長

（九州農政局にて）

（県知事室にて）
　左から福本副部長、村木副部長、桑原副会長、西原会長、蒲島郁夫県知事、豊田副会長兼女性部長、矢野総務担当理事、
　上山副会長、坂本相談役



6

　福岡県の大川市と柳川市で「女性部」現地研修会を開き、県内から女性認定農業者など約50人が
参加しました。唯一県レベルの女性部組織を持つ熊本県と福岡県の女性部の交流が図られました。

　まるたかプロファームの作業場で田中会長〓写真
右〓からネギの周年栽培における、梱包資材や肥料の
コストダウンの取り組みなどについて、お話を伺い
ました。

　女性農業機械士でもある山田女性部会長の圃場で、
大型の機械の説明を受けながら、女性１人でも行え
る農業経営についてお話いただきました。

６　「女性部」現地研修会
（令和元年９月17日）

福岡、熊本両県の参加者による記念撮影　　（柳川市）

①　福岡県大川市　「まるたかプロファーム」　代表　田中高徳さん　
福岡県認定農業者組織連絡協議会会長

②　福岡県柳川市　山田玲子さん　　 　
福岡県認定農業者組織連絡協議会副会長兼女性部会長
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Ⅱ　調査結果の概要
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Ⅲ　手続きの簡素化
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䕕⏦ㄳணᐃᩘ ྡ 䈜ᛂເ⏦ㄳ┦ㄯᑐᛂ䛾Ⅽ䚸㎰ᴗ㆟ᢸᙜ⪅䠄ᒾᓮ䞉⏣䠅䛛䜙ୖグ䛾ᢸᙜ⪅䛻㟁ヰ䛥䛫䛶㡬䛟ሙྜ䛜䛒䜚䜎䛩䚹

䠘䛚▱䜙䛫 ௧䠎ᖺᗘ䛾䛺ᨵṇⅬ䠚 ヲ⣽䛿䚸㠃䛾ୗ⥺㒊䜢ཧ↷䚹

Õుƞۚຆ؋ࠏÖ༳ĵరஞઓĴҾංࢍƞƄϕఅ
䠷㎰ᯘỈ⏘┬⿵ຓᴗ䠹
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Ⅳ　令和２年度「農の雇用事業」の募集について



A)
B)

A)

B)
C)

ಬદᆍ̢ࡂ໘ۤ  ˾ࣟၬၜ̣ࣂ
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井
上
 秀
彦

税
理
士

専
門
分
野

実
績・
経
歴

税
制・
青
色
申
告
、簿
記
記
帳

天
草
市
城
下
町

住

経
営
相
談
多
数

江
川
 彰
司

税
理
士

専
門
分
野

実
績・
経
歴

税
制・
青
色
申
告
、簿
記
記
帳

熊
本
市
北
区

龍
田
町
弓
削

住

経
営
相
談
多
数

宮
島
 克
宣

税
理
士

専
門
分
野

実
績・
経
歴

税
制・
青
色
申
告
、簿
記
記
帳

熊
本
市
中
央
区

水
前
寺

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
多
数

西
田
 尚
史

税
理
士

専
門
分
野

実
績・
経
歴

税
制・
青
色
申
告
、簿
記
記
帳

熊
本
市
東
区
小
峯

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
多
数

渕
川
 知
幸

税
理
士

専
門
分
野

実
績・
経
歴

税
制・
青
色
申
告
、簿
記
記
帳

八
代
市
田
中
東
町

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
、

青
色
申
告
会
顧
問
多
数

山
田
 善
範

税
理
士

専
門
分
野

実
績・
経
歴

税
制・
青
色
申
告
、簿
記
記
帳

熊
本
市
西
区
池
田

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
多
数

久
保
寺
 恵
子

税
理
士

専
門
分
野

実
績・
経
歴

税
制・
青
色
申
告
、簿
記
記
帳

熊
本
市
東
区
健
軍

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
多
数

中
村
 哲
也

税
理
士

専
門
分
野

実
績・
経
歴

税
制・
青
色
申
告
、簿
記
記
帳

熊
本
市
中
央
区
大
江

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
、

青
色
申
告
会
顧
問
多
数

林
　
秀
俊

税
理
士

専
門
分
野

実
績・
経
歴

税
制・
青
色
申
告
、簿
記
記
帳

八
代
市
黄
金

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
、

青
色
申
告
会
顧
問
多
数

鶴
濵
 邦
昭

税
理
士

専
門
分
野

実
績・
経
歴

税
制・
青
色
申
告
、簿
記
記
帳

氷
川
町
島
地

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、

青
色
申
告
会
顧
問
多
数

中
村
 裕
彦

専
門
分
野

実
績・
経
歴

会
計
監
査
、財
務
、経
理熊
本
市
中
央
区
平
成

住

個
別
経
営
相
談
、講
演
多
数

坂
本
 純
夫

専
門
分
野

実
績・
経
歴

経
営
分
析・
診
断

熊
本
市
北
区
植
木
町

豊
岡

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
多
数
、

農
商
工
連
携
支
援

本
郷
　
誠

専
門
分
野

実
績・
経
歴

経
営
分
析・
診
断

熊
本
市
東
区
尾
ノ
上

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
多
数

木
庭
　
靖

税
理
士

専
門
分
野

実
績・
経
歴

税
制・
青
色
申
告
、簿
記
記
帳

熊
本
市
北
区
麻
生
田

住

農
業
者
等
へ
の
税
務
研
修
会
の
講
師
等

岩
元
 正
樹

税
理
士

専
門
分
野

実
績・
経
歴

税
制・
青
色
申
告
、簿
記
記
帳

熊
本
市
中
央
区

水
前
寺

住

法
人
化
支
援
、農
業
関
係
顧
問
多
数

原
川
 修
一

専
門
分
野

実
績・
経
歴

経
営
分
析・
診
断

阿
蘇
郡
西
原
村
小
森

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
多
数

大
澤
 眞
介

専
門
分
野

実
績・
経
歴

経
営
分
析・
診
断

熊
本
市
南
区
城
南
町

坂
野

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
多
数
、

農
商
工
連
携
支
援

井
上
 照
教

専
門
分
野

実
績・
経
歴

経
営
分
析・
診
断

熊
本
市
東
区
江
津

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
多
数

緒
方
 幸
雄

税
理
士

専
門
分
野

実
績・
経
歴

税
制・
青
色
申
告
、簿
記
記
帳

南
阿
蘇
村
大
字
河
陰

住

法
人
化
支
援
、各
種
セ
ミ
ナ
ー
講
師
、

農
業
関
係
顧
問
多
数

前
之
園
 博
一

専
門
分
野

実
績・
経
歴

経
営
分
析・
診
断

熊
本
市
東
区
健
軍

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
、

補
助
金
獲
得
支
援
多
数

有
働
 雄
一

専
門
分
野

実
績・
経
歴

経
営
分
析・
診
断

熊
本
市
北
区

清
水
岩
倉

住

法
人
化
支
援
、

事
業
計
画・
経
営
改
善
計
画
作
成
支
援
等

田
中
 輝
明

専
門
分
野

実
績・
経
歴

経
営
分
析・
診
断

芦
北
町
大
字
鶴
木
山

住

経
営
改
善
計
画
作
成
支
援
、事
業
継
承
支
援
等

渡
辺
 資
文

専
門
分
野

実
績・
経
歴

経
営
分
析・
診
断

熊
本
市
中
央
区
京
町

住

経
営
改
善
計
画
作
成
支
援
、講
演
等

佐
々
木
 浩
二

専
門
分
野

実
績・
経
歴

経
営
分
析・
診
断

菊
池
市
泗
水
町
吉
富

住

経
営
改
善
計
画
作
成
支
援
、講
演
等

中
小
企
業
診
断
士

農
農

農 農
農

農

公
認
会
計
士

中
小
企
業
診
断
士

中
小
企
業
診
断
士
農

中
小
企
業
診
断
士

中
小
企
業
診
断
士
農

中
小
企
業
診
断
士
農

中
小
企
業
診
断
士
農

中
小
企
業
診
断
士

中
小
企
業
診
断
士

中
小
企
業
診
断
士

令
和
元
年
度

く
ま
も
と
農
業
経
営
相
談
所
専
門
家

能
力
マ
ッ
プ

税
理
士

税
農

能
力
マ
ッ
プ

令
和
元
年
10
月
末
現
在

農
＝
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
取
得

「
農
業
経
営
アド
バ
イ
ザ
ー
」と
は
、農
業
経
営
者
に
対
す
る
経
営
改
善
支
援
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
人
材
育
成
を
通
じ
、農
業
経
営
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
主
催
す
る
資
格
制
度
で
す
。

※
上
記
の
専
門
家
の
他
、県
地
域
営
農
法
人
協
議
会
、県
農
業

法
人
協
会
の
役
員
等
も
専
門
家
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。
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武
田
 明
子

専
門
分
野

実
績・
経
歴

経
営
分
析・
診
断

八
代
市
高
島
町

住

経
営
改
善
計
画
作
成
支
援
、事
業
継
承
支
援
等

坂
井
 孝
臣

専
門
分
野

実
績・
経
歴

農
業
法
人
設
立・
相
続
登
記
業
務
等

宇
城
市
松
橋
町

両
仲
間

住

法
人
化
支
援

西
塔
 祐
一
郎

専
門
分
野

実
績・
経
歴

農
業
法
人
設
立・
相
続
登
記
業
務
等

熊
本
市
中
央
区

八
王
寺
町

住

法
人
化
支
援

丁
畑
 博
胤

専
門
分
野

実
績・
経
歴

農
業
法
人
設
立・
相
続
登
記
業
務
等

八
代
市
通
町

住

法
人
化
支
援

一
美
 慎
也

専
門
分
野

実
績・
経
歴

農
業
法
人
設
立
定
款
作
成
、

官
公
庁
へ
の
書
類
提
出
業
務
等

八
代
市
古
閑
中
町

住

法
人
化
支
援
、補
助
金
獲
得
支
援
多
数

西
山
 雅
敏

専
門
分
野

実
績・
経
歴

労
働
保
険
、社
会
保
険
、労
務
管
理

熊
本
市
南
区

奥
古
閑
町

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
多
数

宮
本
 幸
雄

専
門
分
野

実
績・
経
歴

労
働
保
険
、社
会
保
険
、労
務
管
理

合
志
市
幾
久
富

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
多
数

西
原
 哲
朗

専
門
分
野

実
績・
経
歴

労
働
保
険
、社
会
保
険
、労
務
管
理

熊
本
市
東
区
長
嶺
南

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
多
数

下
城
　
誠

専
門
分
野

実
績・
経
歴

労
働
保
険
、社
会
保
険
、労
務
管
理

八
代
市
新
地
町

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
多
数

深
川
 勤
弘

専
門
分
野

実
績・
経
歴

労
働
保
険
、社
会
保
険
、労
務
管
理

八
代
市
鏡
町
宝
出

住

法
人
化
支
援
、個
別
相
談
等

本
郷
 光
輝

専
門
分
野

実
績・
経
歴

労
働
保
険
、社
会
保
険
、労
務
管
理

熊
本
市
中
央
区

保
田
窪

住

法
人
化
支
援
、労
務
管
理
に
関
す
る
講
演
、

各
種
法
律
相
談
対
応
等

津
曲
 明
子

専
門
分
野

実
績・
経
歴

労
働
保
険
、社
会
保
険
、労
務
管
理

熊
本
市
中
央
区
大
江

住

労務
管理

、働
き方
改革

関連
セミ
ナー
等の

講演
等

西
山
 雅
彦

専
門
分
野

実
績・
経
歴

労
働
保
険
、社
会
保
険
、労
務
管
理

熊
本
市
南
区

奥
古
閑
町

住

法
人
化
支
援
、農
業
関
係
顧
問
多
数

山
長
 浩
徳

専
門
分
野

実
績・
経
歴

法
律

熊
本
市
中
央
区

南
千
反
畑
町

住

個
別
相
談
、
リ
ー
ガ
ル
チ
ェ
ッ
ク

松
崎
 未
央

専
門
分
野

実
績・
経
歴

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

熊
本
市
中
央
区
島
崎

住

パソ
コン
研修
講師
、ネ
ット
ショ
ップ
管理
セミ
ナー
講師

穴
見
 健
策

専
門
分
野

実
績・
経
歴

特
許・
新
案・
商
標・
意
匠
登
録

熊
本
市
中
央
区
米
屋

住

個
別
相
談
対
応

岩
永
 邦
子

専
門
分
野

実
績・
経
歴

直
売
所
促
進

熊
本
市
中
央
区
横
手

住

研
修
講
師

綿
貫
 裕
崇

専
門
分
野

実
績・
経
歴

販
路
拡
大
、６
次
化

大
分
県
別
府
市

野
口
元
町

住

個
別
相
談
、
講
演
多
数

茂
田
 花
子

専
門
分
野

実
績・
経
歴

販
路
拡
大
、６
次
化

菊
池
市
旭
志
尾
足

住

法
人
化
支
援
、個
別
経
営
相
談
、講
演
多
数

社
会
保
険
労
務
士

社
会
保
険
労
務
士

中
小
企
業
診
断
士

司
法
書
士

司
法
書
士

司
法
書
士

行
政
書
士

社
会
保
険
労
務
士

社
会
保
険
労
務
士

社
会
保
険
労
務
士

社
会
保
険
労
務
士

社
会
保
険
労
務
士

社
会
保
険
労
務
士

弁
護
士
農

経
営
コン
サ
ル
タン
ト

弁
理
士

販
売
アド
バ
イ
ザ
ー

販
売
アド
バ
イ
ザ
ー

販
売
アド
バ
イ
ザ
ー

令
和
元
年
度

く
ま
も
と
農
業
経
営
相
談
所
専
門
家

能
力
マ
ッ
プ

行
政
書
士

社
会

能
力
マ
ッ
プ

令
和
元
年
10
月
末
現
在

農
＝
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
取
得

「
農
業
経
営
アド
バ
イ
ザ
ー
」と
は
、農
業
経
営
者
に
対
す
る
経
営
改
善
支
援
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す
る
人
材
育
成
を
通
じ
、農
業
経
営
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
主
催
す
る
資
格
制
度
で
す
。

※
上
記
の
専
門
家
の
他
、県
地
域
営
農
法
人
協
議
会
、県
農
業

法
人
協
会
の
役
員
等
も
専
門
家
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

お
問
合
わ
せ
先

く
ま
も
と
農
業
経
営
相
談
所

［
事
務
局
］
一
般
社
団
法
人
 熊
本
県
農
業
会
議

〒
86
2-
85
70
 熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
6丁
目
18
番
1号
県
庁
本
館
9F

（
熊
本
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
）

TE
L
09
6-
38
4-
33
33

09
6-
38
7-
15
08

FA
X
09
6-
38
5-
14
68

M
ai
l
43
ni
na
ite
@
nc
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まず農業者年金ってなに？
サラリーマンの年金
（厚生年金）

報酬比例部分（老齢厚生年金）
国民年金（老齢基礎年金）

農業者の年金
（国民年金のみ） 国民年金（老齢基礎年金）

　農業者の年金はサラリーマンと違い公的年金の１階部分である国民年金のみです。厚生年金を
受給するサラリーマン並の年金を確保するには、自分で２階部分の年金を準備する必要がありま
す。この２階部分として農業者には農業者年金があります。

農業者の年金
（国民年金＋農業者年金）

農業者年金
国民年金（老齢基礎年金）

でも…加入する条件があるんでしょ？
農業者年金 へは…

農業者の担い手には、保険料の国庫補助があります。
保険料の国庫補助 を受けるには･･･

国民年金第１号被保険者等の農業者年金への加入要件に加え、
●　39歳までに加入
●　農業所得が 900万円以下
●　下記の農業者の担い手要件 を満たせば受けられます 。
①　認定農業者で青色申告をしている人
②　認定新規就農者で青色申告している人
③　①または②の要件を満たす経営主と家族経営協定を締結して経営に参画している配偶者、後継者

　　など

月額最大１万円の保険料補助
●国庫補助を受けられる期間は最長20年間です。
　（35歳以上の支援は最長で10年間です。）
●国庫補助を受けている間の保険料は月額2万円（国庫補助額を含む）で固定され、加入者が負担する保険
料は、2万円から国庫補助額を差し引いた額になります。

●国庫補助を受けられる期間を過ぎた場合は通常の保険料（月額2万円～6万7千円の間で千円単位で選
べ、変更も自由です。）になります。

詳しい内容のお問合せは…　　　お近くの農業委員会・ＪＡへ!!

２階立て

１階立て

の方ならどなたでも加入できます。

国民年金
第１号被保険者
国民年金保険料
納付免除者を除く

年間60日以上
農業に従事 60歳未満
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■発行所：（一社）全国農業会議所

（一社）熊本県農業会議

担い手の経営に役に立つ


